
 

　上野先生らの『当院における保存期腎不全検査教育入院

の効果』について，大変興味深く拝見させていただきまし

た。保存期腎不全に対する教育入院の必要性が叫ばれ，徐々

に普及してきている昨今，その有効性を検討した貴重な報

告かと思います。

　さて，本論文に関して二点ほど疑問点がございますので

述べさせていただきます。

　まず，入院目的の�1 にも挙げられております「腎機能増悪

因子の解析」に関して，結果と考察には塩分摂取量と尿蛋白量 

ばかりが強調されておりますが，一般的に慢性腎不全の急性 

増悪，すなわち急性腎障害（acute kidney injury；AKI）の原因 

として最も頻度の高いものは薬剤性かと思います。一般的

な腎毒性のある薬剤のみならず，糸球体内圧を減らすよう

な降圧薬や利尿薬の過量投与もしばしば増悪因子となり得

ます。今回の入院中に増悪因子と判断され，減量あるいは

中止になった薬剤は無かったでしょうか。また逆に，腎保

護効果が示されている薬剤の追加，例えば CKD 診療ガイド 

2012 にも記載がございます尿酸生成抑制薬や重曹（炭酸水

素ナトリウム）等の新たな追加薬も無かったでしょうか。

　もう一点，退院後の腎機能低下速度を計算する際に，入

院 5 日目の eGFR が基準として用いられております。腎臓

内科医なら誰しもが経験することかと思いますが，入院に

より塩分制限が強化されることで血管内容量の減少と血圧

の降下が得られ，結果として腎血流量と GFR が低下（Cr 値

は上昇）することがございます。そして退院後に塩分摂取量

が増えることで初回の再診時には GFR が上昇（Cr 値は低

下）することがしばしば経験されます。入院中の短期間で

の GFR の変動は治療や教育の影響というよりは見かけ上

の変化であり，見かけ上最も悪く見える入院 5 日目の 

eGFR を基準として用いることには問題があるのではない

かと愚考いたします。
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　今回は重要なご指摘を頂戴し，誠にありがとうございます。

　先生にご指摘いただいた 2 点に関しまして，述べさせて

いただきます。

　�1 「腎機能増悪因子の解析」におきまして薬剤性の可能性

はないかという点について。ご指摘のように，入院時に 

NSAIDs や VD3 の過量投与，必要以上の RAS 阻害薬で腎

機能が過度に低下しているものも含まれています。そう

いったことをしっかりと検査教育入院で見直すことも検査

教育入院のメリットかと考えています。

　以上より，先生のご指摘の通り，薬剤見直しなどの影響

も腎機能改善効果に加味されています。その影響を入れた

解析は煩雑なため今回は検討事項からはずしておりまし

た。ご指摘ありがとうございました。

　�2 入院 5 日目の eGFR が基準に用いられていることに

関しまして，述べます。減塩により結果として腎血流量が

減少し見かけ上 eGFR がもっとも悪い時期を見ているとの

ことで，まさにご指摘の通りかと思います。そこで入院 2 

日目を基準にして再度検討を行いました。

　入院 2 日目を基準にしたグラフでも，入院前 3 カ月間と

退院後 3 カ月間，入院前 3 カ月間と退院後 6 カ月間，入院

前 3 カ月間と退院後 12 カ月間にそれぞれ有意差をもって

腎機能速度は改善しておりました。しかしこのように検討

しなおすと，やはり以前のデータは減塩による eGFR の減

少効果が著明に影響していることがわかります。次回分析

を行っていく際には，入院 2 日目を基準にして行ってまい

りたいと思っております。大変重要なご指摘をいただきま

して，本当にありがとうございました。

　今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げ

ます。
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　下記論文に対し読者よりコメントがありました。そこで，読者からのコメントおよび著者の回答を掲載いたします。
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mL/min/1.73m2/month

入院 5 日目を基準にしたグラフ（論文記載のグラフ）
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